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市民経済委員会委員長報告書 

令和元年１０月７日 

 

市民経済委員会に付託されました議案５件につきまして、

審査の過程における各委員からの討論及び審査結果につい

て、審査経過順に報告いたします。 

初めに、議案第６１号「平成３０年度流山市国民健康保険

特別会計歳入歳出決算認定について」申し上げます。 

本案は、国民健康保険料等の減額により歳入歳出とも  

前年度を下回り、歳入総額１５３億２，２００万６千円  

に対し、歳出総額は１５０億９，７５９万３千円となり、  

差し引き２億２，４４１万３千円の実質収支額となった  

決算について、議会の認定を求めるものです。 

審査の過程における討論として、 

１ ３点要望し、反対の立場で討論する。 

国民健康保険は、平成３０年度から都道府県が財政運営の

責任主体となる都道府県単位化に移行した。この新制度は、  

国民健康保険加入者の多くが低所得者であるにもかかわら

ず、保険料が高いという国民健康保険の構造的問題は何ら解

決しないばかりか、負担増と徴収強化が迫られるおそれがあ

る。我が党は都道府県単位化には反対の立場である。 

以下３点要望する。 
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１ 国民健康保険料の支払いは限界に来ているため、一人

ひとりが払える保険料にするために、都道府県単位化になっ

ても引き続き一般会計からの繰り入れを行い、高い保険料を

引き下げること。 

２ 市民の命と健康、人権を守り、収納率向上を理由にし

た強権的な取り立てや差し押さえは絶対にしないこと。 

３ 社会保障制度である国民健康保険制度に責任を持た

なければならない国に対し、国庫補助負担金の大幅増額を国

に求めること。 

２ 賛成の立場で討論する。 

国民健康保険は、被保険者の高齢化や医療の高度化、新薬

等の問題もあるが、８年連続で収納率が増加していること、

また、レセプト点検の強化、特定健康診査の利用率の向上、

人間ドック、脳検査、脳ドックの助成やジェネリック医薬品

使用促進等に取り組んでいることを評価する。 

がありました。 

採決の結果、５対１をもって、原案のとおり認定すべきも

のと決定しました。 

次に、議案第５９号「令和元年度流山市国民健康保険特別

会計補正予算 第１号」について申し上げます。 

本案は、国民健康保険事業費納付金、諸支出金など所要の

補正を行うものです。 
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審査の過程における討論は特になく、 

採決の結果、全会一致をもって、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

次に、議案第６２号「平成３０年度流山市後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算認定について」申し上げます。 

本案は、後期高齢者医療広域連合納付金等の増加により 

歳入歳出とも前年度を上回り、歳入総額２２億８，３６３万

３千円に対し、歳出総額は２２億３，５５２万３千円で、  

差し引き４，８１１万円の実質収支額となった決算について 

議会の認定を求めるものです。 

審査の過程における討論として、 

１ 反対の立場で討論する。 

後期高齢者医療制度は、国民を年齢で区切り、高齢者を別

枠の医療保険に強制的に囲い込み、負担増と差別医療を押し

つける稀代の悪法である。２００８年の制度導入以来、５回

にわたる保険料値上げが実施され、高齢者の生活を圧迫する

重大要因となっている。 

平成３０年度決算では、介護保険料の値上げと同時に  

第５回目の後期高齢者保険料の値上げとなり、保険料軽減 

特例の見直しも行われている。 

社会保障のためと消費税が１０％へ増税される一方で、 

政府は後期高齢者医療の窓口負担を原則２割に引き上げよ

うとしている。高齢者いじめの制度改悪には断固反対する。 
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２ 賛成の立場で討論する。 

後期高齢者医療は、被保険者数が年々増加している中、 

保険料の収納率は、平成３０年度はやや下がったものの、 

９９パーセント代の高い割合を維持していることや各種事

務事業を適切に実施している点を評価する。 

がありました。 

採決の結果、５対１をもって、原案のとおり認定すべきも

のと決定しました。 

次に、議案第６０号「令和元年度流山市後期高齢者医療 

特別会計補正予算 第１号」について申し上げます。 

本案は、平成３０年度決算の確定に伴い、後期高齢者医療

広域連合納付金の追加など所要の補正を行うもので、既定の

歳入歳出予算総額に歳入歳出それぞれ３，２９６万２千円を

追加し、予算総額を２３億５，５０８万７千円とするもので

す。 

審査の過程における討論は特になく、 

採決の結果、全会一致をもって、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

最後に、議案第６３号「流山市印鑑条例の一部を改正する

条例の制定について」申し上げます。 

本案は、住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令に

よる改正後の住民基本台帳法施行令に規定する旧氏による

印鑑登録及びコンビニエンスストアでの印鑑登録証明書の

交付を可能とするものです。 

審査の過程における討論として、 
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１ １点指摘し、賛成の立場で討論する。 

女性の社会進出が進み、キャリアを重ねる中で、婚姻によ

って改姓した際に、新たに印鑑登録をしなければならなかっ

たが、旧氏で印鑑登録を可能とすることは、ジェンダー平等

の立場から評価し、以下１点指摘する。 

マイナンバーカードの活用を政府も指導しているが、個人

情報の漏えいやカードの紛失、盗難を心配する意見も多いこ

とから、国民の理解を得て進められるべきである。 

がありました。 

採決の結果、全会一致をもって、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

以上で市民経済委員会の委員長報告を終わります。 


